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（1）北海道型作業システムを踏まえた 

林業専用道をベースとした路網整備の検討 
 

 

 

 

 

 

 

① 上川中部森林管理署モデル作業地 

 

 

 

 

美瑛町地区 

 

 

 

 

 

上川中部森林管理署 朗根内森林事務所部内 



 

1.計画位置と概要 

②美瑛町 

計画箇所は、上川郡美瑛町と清水町を結ぶ一般道道忠別清水線を起点から 9.4ｋｍの

地点で、右側に分岐する十八線沢林道の 2.5ｋｍ付近を起点とし、十八線川の右岸側を

対象とする区域である。 

対象になる林地面積は 146.55ha で、主にトドマツとアカエゾの造林

地である。また、 1041 林 班 い 小 班 の 林 齢 が 60 年 の ト ド マ ツ を 除 き 、

林齢が 32～ 47 年と比較的若い森林となっている。  

地 形 区 分 と し て は 大 椴 ・ 十 八 線 連 絡 作 業 道 の 一 部 と 大 椴 作 業 道 を 含

む北東側が一部 30°以上となるが、それ以外の大部分が 15°～ 20°未

満の傾斜地で次いで 8°～ 15°の傾斜地となっている。  
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２.路線の計画概要と構造規格等 

 

②美瑛町 

 
管 理 署 名  上川中部森林管理署 

 

路 線 名  未定 

 

計 画 延 長  8,530ｍ 

 

幅  員（車道）  3.0ｍ 

 

構 造 規 格  ２級  

 

制 限 林  水源涵養保安林 

 

そ の 他 法 指 定  なし 

 

場  所  北海道上川郡美瑛町 

 

対 象 林 班  １０４１、１０４２、１０４３、１０４４林班外 

 

障 害 物  一部地すべり分布図に該当箇所が含まれている。 

 

林 地 の 植 生  地 表 クマイ笹 

          普通林（主な樹種） カンバ、ミズナラ、イタヤカエデ他広葉樹 

          造林地（樹種） アカエゾ、トドマツ   

 

主 要 動 植 物  天然記念物や、学術上価値の高い生物郡集および、生物の所在地

には該当していない。 

 

地    質  土質区分 

上層部： 砂・砂質土、岩塊・玉石 

下層部： 新第三紀 普通輝石安山岩 しそ輝石安山岩 

 

土      壌  適潤性褐色森林土及び弱乾性褐色森林土 
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4. 主要通過点及び現況写真 

 

全路線延長 

 L=8,530ｍ 

 

A 路線 

 

路線の概要 

A 路線は、十八線沢林道の 2.5ｋｍ付近を起点とし、大椴林道終点を結ぶ延長 2.8ｋ

ｍの路線で、1041 林班から 1044 林班の広い施業範囲をカバーするとともに、B 路線及

びC路線の２つの路線がこのA路線に合流して市場に向かうため重要な役割を果たす路

線となる。現在既設作業道路が、林道の規程に沿って作られていることから格上げして

林業専用道として利用する。 

 

延長 

 L= 2,770ｍ 

 

主な構造物 

 既設コルゲートパイプ(φ1.0ｍ)  常水は側溝水程度      ・・・ 1 箇所 

 既設コルゲートパイプ(φ0.6ｍ)                ・・・ 1 箇所 

コルゲートパイプ(φ1.2ｍ)、もしくは BOX ｶﾙﾊﾞｰﾄ(B=0.8 H=0.8) 

計 2 箇所 

 

 既設ポリ波状パイプ（φ0.3ｍ）                ・・・ 4 箇所 

 既設ポリ波状パイプ（φ0.4ｍ）                ・・・ 1 箇所 

 既設ポリ波状パイプ（φ0.6ｍ）                ・・・ 1 箇所 

コルゲートパイプ(φ2.5ｍ)、もしくは BOX ｶﾙﾊﾞｰﾄ(B=1.5 H=1.5) 

 ポリ波状パイプ（φ0.4ｍ）もしくは暗渠排水工等        ・・・ 6 箇所 

 

その他 

 一部横断傾斜が 30°を超える箇所を通過する短い区間で、薄層盛土などの流出を

防止するため、ふとんかご等の簡易構造物を設置する可能性がある。 

 

 沢渡り前後の水捌けの悪い区間や、湧水及び表面水が集まるような箇所については、

山側に側溝を設置している。 

• A- 0～A-75 区間：側溝有り。 

• A-75～A-84 区間：側溝無し。 
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① A-0～A-10 区間  

 十八線沢林道の 2.5ｋｍ付近から分岐する既設作業道路を利用する区間で、林道の規

程に沿って作られていることから格上げして林業専用道として利用する。起点付近の短

い区間で 14％の縦断勾配を利用しているが、概ね 5％程度の勾配で通過している。 

A-6 と A-7 の中間に C路線の分岐点がある。 

 

縦断勾配： 3～14％程度 

横断勾配： 5°～10°程度 

A-3～A-4 の沢：既設ポリ波状パイプ(φ0.3ｍ)  

A-7～A-8：側溝水 既設ポリ波状パイプ(φ0.3ｍ)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十八線沢林道からの分岐点（起点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-7 から A-8 方向 

十八線沢林道 

A 路線 
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② A-11～A-20 区間  

 A-11～A-20区間は、既設作業道路を格上げして林業専用道として利用する。5°～10°

程度の緩傾斜地を一部 15％の急な縦断勾配を利用しているが、概ね 3％～7％程度の勾

配で通過している。 

 

縦断勾配： 3～15％程度 

横断勾配： 5°～10°程度 

A-14～A-15：側溝水 既設ポリ波状パイプ(φ0.3ｍ)  

A-17～A-18 の沢：既設コルゲートパイプ(φ1.0ｍ) 水量は側溝水程度。 

A-18～A-19 の沢：沢勾配 10％ 既設ポリ波状管（φ0.6ｍ） コルゲートパイプ(φ2.5

ｍ)、もしくは BOX ｶﾙﾊﾞｰﾄ(B=1.5 H=1.5)程度が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-11 から A-12 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-16 から A-17 方向 
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 A-17～A-18 の既設コルゲートパイプ（φ1.0ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-18～A-19 方向 
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 A-18～A-19 の沢上流から CL 方向 呑口 既設ポリ波状管（φ0.6ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-18～A-19 の沢下流方向 吐口 既設ポリ波状管（φ0.6ｍ） 
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③ A-21～A-30 区間  

 A-21～A-30 区間は、既設作業道路を格上げして林業専用道として利用する。0.5°～

9°程度の緩傾斜地を一部 9％の縦断勾配を利用しているが、概ね 1％～4％程度の勾配

で通過している。A-23 で沢水と側溝水を処理するため既設コルゲートパイプ（φ0.6ｍ）

が布設されている。 

 

縦断勾配： 0.5～9％程度 

横断勾配： 8°～10°程度 

A-3～A-4 の沢： コルゲートパイプ(φ1.2ｍ)、もしくは BOX ｶﾙﾊﾞｰﾄ(B=0.8 H=0.8)程

度が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-21～A-22 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-23 の既設コルゲートパイプ 吞口（φ0.6ｍ） 
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④ A-31～A-40 区間  

 A-31～A-40 区間は、既設作業道路を格上げして林業専用道として利用する。緩傾斜

地を一部 14％の急な縦断勾配を利用し、尾根部に向かい上がっている。A-38 と A-39 の

中間に B 路線の分岐点がある。 

 

縦断勾配： 1～14％程度 

横断勾配： 7°～16°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-32～A-33 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-38～A-39 方向 

 

A 路線

B路線 

15



⑤ A-41～A-50 区間  

 A-41～A-50 区間は、既設作業道路を格上げして林業専用道として利用する。1042 林

班と 1041林班の境界線にあたる尾根部を越え大椴林道終点に向かい一部10％の縦断勾

配を利用して下っている。 

 

縦断勾配： 1～10％程度 

横断勾配： 12°～16°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-42～A-43 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-46～A-47 方向 
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⑥ A-51～A-60 区間  

 A-51～A-60 区間は、既設作業道路を格上げして林業専用道として利用する。緩傾斜

地を概ね 1％～2％程度の緩い縦断勾配を利用し、終点に向かって下っている。A-53 と

A-54 の中間に C路線の合流点がある。 

 

縦断勾配： 1～2％程度 

横断勾配： 8°～13°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-53～A-54 方向（C路線合流箇所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-60～A-61 方向 

C 路線

A路線
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⑦ A-61～A-70 区間  

 A-61～A-70 区間は、既設作業道路を格上げして林業専用道として利用する。緩傾斜

地を概ね 1％～4％程度の緩い縦断勾配を利用し、終点に向かって下っている。 

 

縦断勾配： 1～5％程度 

横断勾配：5°～13°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-63～A-64 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-69～A-70 方向 
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⑧ A-71～A-74 区間  

 A-71～A-74 区間は、既設作業道路を格上げして林業専用道として利用する。緩傾斜

地を概ね 2％～3％程度の緩い縦断勾配を利用し、終点に向かって下っている。A-74～

A-75 で既設作業道の分岐点に合流している。 

 

縦断勾配： 2～3.5％程度 

横断勾配：5°～7°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-71～A-72 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-74～A-75 方向 

A 路線

既設作業道 
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⑨ A-75～A-83 区間  

 A-75～A-83 区間は、既設作業道路を格上げして林業専用道として利用する。緩傾斜

地を一部 13％の急な縦断勾配を利用し、大椴林道終点に接続する。 

 

縦断勾配： 2～13％程度 

横断勾配：7°～9°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-75～A-76 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終点 A-83 から既設大椴林道起点方向 

 

A 路線

既設大椴林終点 

＝A路線終点 

既設作業道 

A 路線
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B 路線 

 

路線の概要 

B 路線は、A路線の A-38 と A-39 の中間から 1043 林班と 1041 林班の林班界にあたる

尾根部を通過した後、大椴林道の終点から 200ｍ程度起点側に向かい、下りながら接続

する循環路線となる。A 路線ではカバーしきれない 1043 林班と 1041 林班の施業範囲を

カバーするとともに、D 路線の分岐点があり A 路線とともに重要な役割を果たす路線と

なる。 

 

延長 

 L= 2,430ｍ 

 

主な構造物 

 ポリ波状パイプ（φ0.4ｍ）もしくは暗渠排水工等        ・・・ 1 箇所 

計 1 箇所 

 

その他 

 一部横断傾斜が 30°を超える箇所を通過する短い区間で、薄層盛土などの流出を

防止するため、ふとんかご等の簡易構造物を設置する可能性がある。 
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① B-0～B-10 区間  

 A 路線の A-38 と A-39 の中間を起点として分岐する路線で、出来る限り緩傾斜地を利

用しながら 3％～8％程度の縦断勾配で尾根に向かい上がっている。 

 

縦断勾配：3～8％程度 

横断勾配：7°～23°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-38 から B 路線取付位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-5 から B-6 方向 

B 路線 

A 路線 
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② B-11～B-15 区間  

 B-11～B-15 区間は緩傾斜地を極力利用しながら、地形、地質上安定していると思わ

れる尾根部に向かい平均 4％程度の緩い縦断勾配で上がっている。 

 

縦断勾配：3～8％程度 

横断勾配：5°～17°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-11 から B-12 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-15 から B-16 方向 
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③ B-16～B-20 区間  

 B-16～B-20 区間は尾根沿いの緩傾斜地を部分的に 7％～9％の上り勾配を利用して上

がっていく区間となっている。 

 

縦断勾配：7～9％程度 

横断勾配：5°～18°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-17～B-18 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-20～B-21 方向 
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④ B-21～B-30 区間  

 B-21～B-30 区間は、予定路線より 20ｍ程度山側の中・緩傾斜地を一部 12％の縦断勾

配を利用しながら通過している。また、B-27～B-30 付近の路線山側は急斜面となって

いる。 

 

縦断勾配：3～12％程度 

横断勾配：17°～27°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-24～B-25 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-28～B-29 方向 
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⑤ B-31～B-40 区間  

 B-31～B-40 区間は、1043 林班と 1041 林班の境界にあたる尾根部を超えるため一部

12％の縦断勾配を利用しながら上がっている。また、B-40 付近が D 路線の分岐点とな

っている。 

 

縦断勾配：7～12％程度 

横断勾配：8°～27°程度   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-34～B-35 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-40～B-41 方向 

D 路線 

B 路線 
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⑥ B-41～B-45 区間  

B-41～B-50 区間は、3％程度の緩い縦断勾配で緩傾斜地の尾根を越え、1041 林班に入

り既設大椴林道に向かい 9％程度の縦断勾配を利用しながら下っている。 

 

縦断勾配：2～9％程度 

横断勾配：1°～14°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-42～B-43 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-45～B-46 方向 
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⑦ B-45～B-55 区間  

B-45～B-55 の区間については、予定路線位置を通過すると急傾斜の通過が避けられ

ない。また、既設大椴林道との接続予定位置付近に降りられなくなるため、予定位置よ

り離れ尾根沿いの緩傾斜地を 9％程度の縦断勾配を利用しながら下っている。 

 

縦断勾配：3～9％程度 

横断勾配：8°～20°程度   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-50～B-51 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-54～B-55 方向 
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⑧ B-56～B-65 区間  

 B-56～B-65区間は、B-55～B-56のヘアピンで巻き返したのち中・緩傾斜地を一部11％

の縦断勾配を利用しながら下っている。 

 

縦断勾配：7～11％程度 

横断勾配： 9°～22°程度   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-58～B-59 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-63～B-64 方向 
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⑨ B-66～B-73 区間  

 B-66～B-73 までの区間は、予定路線位置が急傾斜地であることから 50ｍ程度川側に

路線変更し一部集材路跡を利用しながら通過している。 

 

縦断勾配：3～8％程度 

横断勾配： 9°～12°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-68～B-69 方向（既設集材路跡） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-72～B-73 方向 
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⑩ B-73～B-81 区間  

 B-73～B-81 の区間は B-74 で常水の無い沢をポリ波状パイプ(φ0.4ｍ)か、暗渠排水

工を敷設し渡ったのち、一部 9％の縦断勾配を利用しながら、予定接続位置より既設大

椴林道終点側に 40ｍ移動した箇所に接続する。 

 

縦断勾配：5～9％程度 

横断勾配： 8°～16°程度 

B-74 の沢： ポリ波状パイプ(φ0.4ｍ)か、暗渠排水工が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-73～B-74 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-74 の常水の無い沢（上流側） 
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